
　“ボランティア活動をしたい人”と“ボラン
ティアをお願いしたい人”を繋ぐところです。
また皆さんに、よりボランティアについて理解
を深めてもらうために、様々な研修会や講座等
の各種情報も提供しています。その他、安心し
て活動できるよう、ボランティア保険の手続き
なども行っています。

　「もっと皆さんにボランティアの魅力をお伝えした
い！ 」「ボランティアの可能性を知っていただきた
い！」…そんな想いで始めました。
　ボランティアの募集、講座や研修会の案内はもち
ろん、実際に活動しているボランティアの生の声を
お伝えしたり、ボランティアグループの紹介なども
していきます。
　少しでも興味を持たれた方は、いつでもお気軽に
ボランティアセンターまでお問い合わせください。
　お待ちしております！

　「幸せは～歩いてこない～ だ～から歩いてゆくんだね～♪」みんなが
よく知る軽快な音楽とともに、元気な掛け声が聞こえてきます。
　“生涯健康”“介護予防”が叫ばれる中、あちこちの高齢者施設やサ
ロンで引っ張りだこのＳＡ歌体操。その時々の季節に合わせた民謡や
懐かしの名曲に合わせて、ゆっくり呼吸をしながら首を曲げたり腕を伸
ばしたり足踏みをしたり。最後はみんなで輪になり手を繋いで、心ま
でひとつにまとめてしまいます。
　体は軽やか、気分もすっきり。体操中、皆さんが絶えずに見せる満
面の笑顔も魅力のひとつです。

「あれ～これちょっと難
しいなぁ」みんなで笑う
事が何よりもの予防に繋
がります。

リズムに合わせて、
パンパンパン♪

●メンバー：８３名
　（歌体操グループの

み）

●主な活動内容：音
楽に

　合わせて簡単な体
操をします

●新たなメンバー：募
集しています

ＳＡ茨木
（シルバーアドバイザー茨木）

歌体操

茨木市社会福祉協議会 ボランティアセンター

～歌体操で身体
も心も軽やかに！

～

さんさんん

第一回目は、長年ボランティア連絡会の会長を務めている
大藪さん。「あ～忙しい忙しい」と言いながら、ボラセンに
来てくださいます。そんなボラセンの主、大藪さんに
話を伺いました。

ボランティアを始めたきっかけは？
　病院の待合室で仲良くなった人に誘われたんで
す。当時は“ボランティア”が浸透していなくて、
不安だったけれど「誰でもできる！いろいろある
から、とりあえずやってようよ」って。

印象に残っているボランティアは？
　阪神淡路大震災での救援物資の仕分け作業です
ね。「とにかく早く仕分けをして、必要としている
人達に届けなくては」と無我夢中でやりました。現
地の人とのちょっとした会話から、輪がどんどん
広がっていったことが嬉しかったですね。

　現地に行って自分にできることはあるのだろう
かと悩んだ際に「行くのもボランティア、見るのも
ボランティア」と仲間に言われたことも印象に残っ
ています。直接的な支援ももちろん大事だけど、
実際にこの目で見て来て伝えることも必要なん
だって。この言葉のおかげで自分のボランティア
観も変わった気がします。

大藪さんにとってボランティアとは？
　生きがい…というより、仲間づくりのきっかけ
かな。ボランティア活動を通して自分の中の世界
も広がったのも嬉しいですね！

Q
a

Q
a

Q
a

プロフィール 
●大薮 幸雄（63） ●ボランィア歴：20年 
●所属グループ：ボランティア友の会・ボランティアグループ「あゆみ」 

なども行っています。

こ

っち
むいて！！

TEL
072－627－0086

MAIL
ivc@ibaraki-csw.com

●新年のあいさつ・ボランティア講座（２面） ●賛助会員になるには （３面） ●地域の活動レポート （４面）
●知恵のわプラン （５面）  ●わくわく子育て （５面）　●相談会のお知らせ （６面）
●新年新年 あのあ さいさ新 つ・ボボランティア講講座座（（２ ）面）●賛助賛助会会員になるには（（３面））●地域地域 活の活動動レポポー地 トト（（４ ）面）
●知恵のわプラン （５面）  ●わくわく子育て （５面）　●相談会のお知らせ （６面）相

　
茨
木
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
や
各
種
福
祉
関
連
団

体
が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
福
祉
の
啓
発
と
活
性
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の

社
会
福
祉
へ
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

　
前
回
好
評
だ
っ
た
体
験
型
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
参
加
型
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
今
年
も
実
施
し
、

会
場
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
等
の
楽

し
い
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
入
場
無
料
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ボランティア活動を紹介して
いるブースもあります。
お気軽にご相談ください。

「チラシ配付」に「水まき」か？ 何のボラン
ティアをしようかな？

（やってみようボランティア）
アイマスク体験コーナー

当日のボランティアスタッフ（会場

設営や模擬店の手伝い等）を募集

しています。この機会にボラン

ティア活動をしてみませんか？

詳細はボランティアセンターまで

℡072－627－0086

●みんな集まれ! ! ボランティア（１面） ●地域の活動レポート （２面） 
●社会福祉協議会事業計画 （４面） ●善意銀行他 （５面） ●ボランティア通信 （６面）

No.177社会福祉法人 茨木市社会福祉協議会

〒567－0888　大阪府茨木市駅前四丁目７－55
TEL.072－627－0033  FAX.072－627－0434
HPアドレス http://www.ibaraki-csw.com/

平成２６年４月１日発行

「社協だより」は共同募金配分金により発行しています。
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前
回
本
誌（
№
１
７
６
）に
て

西
河
原
地
区「
地
区
知
恵
の
わ

プ
ラ
ン
」を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
と
し
て
平
成
26
年
度

よ
り「
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
」を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
西
河
原
地
区
の
４
か

所
で
実
施
し
て
い
る
い
き
い
き

サ
ロ
ン
で
は
、
高
齢
者
の
方
を

　
い
つ
も
参
加
者
が
30
名
以
上

と
、
大
人
気
の
沢
池
地
区
会

食
会
。

　
部
屋
の
黒
板
に
は
、
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
と
本
日
の
お
し
な

が
き
が
書
か
れ
て
お
り
、
テ
ー

ブ
ル
に
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
ク
ロ

ス
が
か
け
ら
れ
て
、
部
屋
の
雰

囲
気
も
と
て
も
華
や
か
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
も
、
３
月
に
は
手

作
り
の
ひ
な
人
形
、
７
月
に
は

小
さ
な
笹
を
置
い
て
願
い
事
を

飾
る
な
ど
、
細
部
に
ま
で
福
祉

委
員
の
丁
寧
な
心
遣
い
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
食
事
が
終
わ
っ
た
後
は
、
ビ

ン
ゴ
大
会
！
参
加
者
の
方
へ
の

お
年
玉
と
し
て
、
色
と
り
ど
り

の
包
装
が
施
さ
れ
た
景
品
が
並

ん
で
い
ま

す
。「
次
の

数
字
は
…

８
番
！
」「

あ
〜
、
お

し
い
！
９

番
や
っ
た

JR茨木駅JR茨木駅

地
区
知
恵
の

わ
プ
ラ
ン

新
規
事
業

思い思いの時間を過ごすことができます。

みんなでワイワイ、ビンゴ大会！

阪急
茨木市駅
阪急
茨木市駅

対
象
に
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

「
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
」で
は
、
ど
な

た
で
も
参
加
い
た
だ
け
る〝
自

由
〞な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
を

し
、
既
に
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
写
真
に
あ
る
よ
う

に
皆
さ
ん
集
ま
っ
て
話
を
し
た

り
、
一
緒
の
机
で
趣
味
の
手
芸

ら
あ
る
の
に
。」手
持
ち
の
カ
ー

ド
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
沸
き

上
が
り
ま
す
。

　「
ひ
と
り
で
家
に
い
た
ら
昼

ご
は
ん
な
ん
て
適
当
に
済
ま
せ

て
し
ま
う
。
こ
こ
に
来
た
ら
み

ん
な
で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

る
し
、
料
理
も
美
味
し
い
か
ら
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
。」と
参
加

者
の
声
。

　
沢
池
地
区
の
会
食
会
は
、
見

た
目
で
癒
さ
れ
、
お
腹
も
満
た

さ
れ
、
そ
し
て
心
も
和
ま
せ
る
、

そ
ん
な
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
ひ
と

と
き
を
み
な
さ
ん
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

を
し
た
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り

…
。
居
場
所
が
あ
る
こ
と
で
自

然
と
人
が
集
ま
り
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

具
体
的
な
開
催
時
期
は
、
今
後

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知

ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
是
非
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
会
食
会
『
楽
寿
会
』
の
開
催

は
、
2
月
・
8
月
を
除
く
年
10

回
。
お
料
理
は
季
節
の
旬
の
物

を
中
心
に
、
彩
り
も
味
付
け
も

十
分
に
気
を
つ
け
、
参
加
者
の

方
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
調
理
担
当
者
は
、
栄
養
士
と

調
理
師
、
そ
し
て
お
料
理
大
好

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計
16
名
で
、

2
班
に
分
け
て
50
食
以
上
の
食

事
を
作
っ
て
お
り
、
ま
た
一
週

間
前
に
各
お
宅
を
訪
問
し
、
楽

寿
会
の
出
欠
と
併
せ
て
身
体
の

調
子
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

　　
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
、

今
月
の
給
食
会
（
2
月
13
日
）

は
、
さ
て
ど
ん
な
献
立
に
し
よ

う
か
？
と
当
番
の
福
祉
委
員
・

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
、
買
物
に
出
掛
け
材
料
を
選

び
ま
す
。

　
中
津
地
区
で「
一
人
暮
ら
し

　
当
日
は
会
食
会
だ
け
で
な
く
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

血
圧
測
定
や
時
季
に
添
っ
た
健

康
に
つ
い
て
の
お
話
を
、
Ｃ
Ｓ

Ｗ
よ
り
最
近
の
詐
欺
事
件
や
そ

の
他
の
注
意
等
、
分
か
り
や
す

く
伝
え
て
頂
き
、
皆
さ
ん
熱
心

に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歌
体
操
や

落
語
、
マ
ジ
ッ
ク
等
も
あ
り
、

一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
食
事
会
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
支
え
合
い
、『
お
も
て
な

し
』の
心
で
成
り
立
っ
て
い
る
、

居
心
地
の
良
い
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

給
食
会（
む
つ
み
会
）」の
発
足

が
昭
和
55
年
。
今
年
で
33
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
心
の
こ
も
っ
た
手
料
理
と
、
当

日
出
演
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
民
謡
踊
り
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
時
に
は
落
語
の
高

座
も
あ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
そ
う
に
笑
顔
や
拍
手
を
惜
し

み
ま
せ
ん
。

　
一
時
は
出
席
者
が
減
り
、
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

出
席
さ
れ
た
方
や
、
福
祉
委
員

の
方
の
口
伝
え
で
誘
っ
て
く
だ
さ

る
の
で
、
徐
々
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
が
増
え
始
め
、
福
祉
委

員
会
で
は
一
安
心
で
す
。

　
今
後
、
中
津
地
区
で
も
高
齢

者
が
増
え
て
き
ま
す
の
で
、
月

に
一
回
の
給
食
会
が
待
ち
遠
し

い
と
言
わ
れ
る
様
、
福
祉
委
員

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

西河原
地区

沢池

東奈良

　
山
手
台
地
区
に
街
か
ど
デ

イ
ハ
ウ
ス
〝
な
な
つ
星
〞
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
街
角
デ
イ
ハ
ウ
ス
と
は
、

地
域
の
施
設
や
民
家
を
利
用

し
て
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も

り
や
介
護
を
防
ぐ
と
い
う
観

点
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
山
手
台
地
区
も
し
く
は
近

隣
に
お
住
ま
い
の
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
、
簡
単
な
体
操
や
将
棋
、

囲
碁
な
ど
趣
味
活
動
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
試
行
期
間
中
で
、

本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
は
春
頃

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
こ

の
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気

な
毎
日
が

送
れ
る
よ

う
、
仲
間

づ
く
り
、

居
場
所
づ

く
り
を
目

指
し
て
取

り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 23

西河原

中津

内容も盛りだくさんで楽しいひとときです。

お茶とお菓子で話もはずみます。

お
い
し
い
！

楽
し
い
！

い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
会
食
会

お
も
て
な
し

い
っ
ぱ
い
の

『
楽 

寿 

会
』

中津
地区

東奈良
地区

●パウンドケーキ
●バームクーヘン
●スワンベーカリーの
　おいしいパン

●コーヒー
●紅茶 お茶

●キュウリとカブの甘酢和え ●肉だんご
キャベツ添え ●海鮮と彩り野菜 ●春雨の
とろみスープ 干ししいたけ ●ゆでタケノ
コ ●春雨入り ●ご飯 ●白玉団子のおぜ
んざい　塩昆布添え

●ブロッコリごまあえ ●鶏の照
焼き  ●野菜グラタン ●じめじ、
ピーマンのいため物 ●南瓜とな
す、いんげんの煮物 ●ごはん
●果物（いちご・オレンジ）

●赤ごはん
●お吸い物
●鰆の塩焼き

本日の
メニュー

本日の
メニュー

本日の
メニュー

本日の
メニュー

　ひとり暮らしの高齢
者の方を対象に、み
んなで一緒に昼食を食
べてふれあいの時間を
設けることで、高齢者
の地域での居場所と仲
間づくりができ、併せ
て健康や生きがいづく
りにも繋がっています。
それぞれの地域の公民
館やコミュニティセン
ターなどで行なってい
ます。

　地域の方々がふれあ
い、交流する場として
開かれており、お茶や
ちょっとしたお菓子をつ
まみながら、みんなで
おしゃべりをしたり、趣
味の活動をしています。
　世代を問わず、地域
のどなたでも気軽に参
加できるということで、
地域でのつながりの輪
が広がることが期待さ
れています。

会食会とは？

カフェサロンとは？

沢池
地区

見
た
目
も

お
腹
も
心
も

大
満
足
！

●なます
●野菜の煮物
●黒豆　

●みかん

〝
地
区
知
恵
の
わ
プ
ラ
ン

　
　
　  

作
成
に
向
け
て
〞



見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
読
み
や
す
く
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

『
社
協
だ
よ
り
』
に
し
て
い
く
た
め
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

深
め
よ
う
地
域
の
絆

　
高
め
よ
う
地
域
の
防
災
・
福
祉
力

〜
災
害
に
も
強
い
地
域
を
目
指
し
て
〜

　
平
成
26
年
2
月
9
日
に
茨
木
市
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
の
災
害
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
災
害
支
援
の

取
り
組
み
実
践
者
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
スFEEL 

D
o

代
表
の
桑
原
英
文
氏
を
お
招
き
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
・
減
災
活
動

の
推
進
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い

て
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。

① 

保
健
師（
正
規
職
員
）

② 

経
験
の
あ
る
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
支

援
専
門
員
（
任
期
付
職
員
）

「
こ
ん
な
情
報
が
ほ
し
い
」
「
こ
ん
な

紙
面
の
方
が
読
み
や
す
い
」
な
ど
、

『
社
協
だ
よ
り
』
に
つ
い
て
の
ご
意

　
施
設
職
員

や
、
自
治
会
役

員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
者
な

ど
様
々
な
立
場

の
方
が
集
ま

り
、
1
3
0
名

の
会
議
室
も
満

員
御
礼
！
皆

さ
ん
の
災
害
に

対
す
る
意
識
の

高
さ
も
伺
え
ま
し
た
。

 

〝
地
域
福
祉
〞と〝
防
災
〞両
方
の
観
点
か

ら
住
民
同
士
、支
援
機
関
同
士
の
相
互

支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

【
方
法
】
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　        

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

住
　
所
：
〒
５
６
７
ー
０
８
８
８

　
　
　 

茨
木
市
駅
前
四
丁
目
７
ー
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
２
ー
６
２
７
ー
０
４
３
４

心
配
ご
と
相
談
事
業
は

　
　
　
　  

終
了
し
ま
し
た
。

●
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

様
々
な
提
案
を

　
　
　    

形（
事
業
）に
! !

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　           

職
員
募
集
内
容

『
社
協
だ
よ
り
』
に
つ
い
て

 

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

みなさん熱心に耳を傾けています

善意の預託ありがとうございました　　（敬称略）
単位：円

11.  1 神戸製鋼所労働組合溶接支部 19,050 
11.18 オーミナミ自転車、バイク店 34,567 
11.19 山下まり子　　　　　　　　　　他2回 計　15,000
11.21 新川早苗　　　　　　　　　　　他1回 計　  4,000 
11.26 池川清子 5,000 
11.27 ひかり交通㈱　　　　　　　　　他1回 計　12,000
11.28 カフェ　ぶいえいと　　　　　　他2回 計　  9,000 
11.29 岸田尚美 30,000 

※11月匿名　4人 計　  6,253
12.  4 伊藤俊子 5,000 
12.10 蓮池清志 10,000
12.16 橋本 30,000 
12.17 岡田美佐子 10,000
12.17 カトリック茨木教会 20,000
12.20 加藤澄子 100,000

※12月匿名　4人 計 126,136
 1.10 酒井美幸 5,000
 1.27 朝鳳連合会 6,639

※1月匿名　1人 5,247
福 祉 基 金

12.24 山﨑聰子 100,000
物 品 預 託

11.19 山本利美 ポータブルトイレ
11.22 黒田麻子 手芸用品
11.22 イオン茨木ショッピングセンター 日用品
12.  6 大阪ガス㈱北東部リビング営業部（北部）コミュニティ室　他１回

　　　 菓子 30袋・デコレーションケーキ１０個
12.10 江森芳子 ポータブルトイレ
12.16 伊能圭子 座布団５枚
12.18 大阪府青果卸売協同組合ＭＴＭの会 さつまいも 50箱、みかん 30箱
12.18 住友生命保険相互会社茨木事業部

　　　　住友生命労働組合茨木支部 タオル 1280 枚
12.20 ㈱宿久 アイスケーキ 120 個
12.24 明るい社会づくり運動北摂地区協議会北支部 雑巾、プルタブ
1.  6 茨木ボランティア友の会　ベビーカー１台 他１回

その他、匿名の物品預託
車椅子、シルバーカー、杖、毛布、プルタブ、使用済切手・カード・
インクカートリッジ、半紙、色紙、ポータブルトイレ、おむつ、クリ
スマス電飾、手編み帽子、ベルマーク、ペットボトルキャップ等
～使用済み切手・カード・インクカートリッジ、　　　
プルタブ、ベルマーク、ペットボトルキャップ

　　　　たくさんのご協力ありがとうございました～
茨木市断酒会、井上一博、延武玻瑠美、（株）ベストライフ南茨木、大池卓球同好会、中谷
庄一、長谷川葉子、瀬戸明、ジオ彩都のぞみ丘自治会、庄栄エルダーセンター、織田千二美、
（株）昭和技研工業、田川郁子、岡﨑義彦、岩本要、かわた鍼灸院、さくらんぼこども園、塩
崎、村井ファミリー、井田貴美子、石黒崇子、生原幹夫、今井佑香、（医）宇都山医院、ひだ
まり、パナソニック松愛会、池川清子、松井美代子、葦原居宅介護サービス、ひがし じゅん
や、栁澤睦子、東宮町有志、ジブラルタ生命保険（株）、玉岩睦子、税理士法人蓮池事務所、
秀和自治会、茨木市シルバー人材センター、竹本、吉村一夫、阪本浩子、山口富士子、大谷寛、
関西電力労働組合能開支部、髙木明泰、老人福祉センター南茨木荘、井上あかね、（株）鈴
木商館、石橋勝吉、今井明美、ＭＵビジネスサービス（株）いぶき野ボールパークス、吉田洋
子、伊藤俊子、日東ビジネスサポート（株）、府高・東、ほづみ保育園、堀口晃一、藤原（美）、
中平サヨ子、カフェ ル トゥ ブラン、小山邦夫、茨木市建設総合協同組合、松本恵光、大森
節子、尾内敏夫、北茨リーグ、酒井美幸、老人クラブ上穂積けやき会、「すみれー２４」の会、
倉富恭子、りそな銀行茨木支店、前田、東奈良地区福祉委員会、小玉静、鎌田潤、東奈良高
層住宅Ａ・Ｂ棟、ふかふか作業所、キャタピラーウエストジャパン労働組合、カトリック茨木教
会、㈱白金堂、上甲有希子、高大同窓会茨木、大池一丁目４７班、澤和夫、税理士法人ｲｰｽﾘｰ
ﾊﾟー ﾄﾅｰｽﾞ、越田重雄、デイドリーム子育て・教育研究会、新郡山地区福祉委員会、三浦整骨院、
すずか電気、すどう米穀店、須藤洋子、堤義行、まこと食堂、茨木診療所

26
年
度
も
地
域
の
皆
様
と
共
に

「
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
も
賛
助
会
員
に
な
っ

て
、
地
区
福
祉
委
員
会
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
号
か
ら
『
ボ
ラ
セ
ン
通
信
』

を
始
め
ま
し
た
。
福
祉
文
化
会

館
の
４
階
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
特
別
な

用
事
が
無
く
て
も
ち
ょ
っ
と
の

ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

（
編
集
者
ｓ
）

編
集
後
記

ホームページ  http://www.ibaraki-csw.com/

ご協力ありがとうございます
善意銀行報告（177）
平成25年 11月～平成 26年 1月分

◎福祉委員会の主な活動
　子育てサロン、いきいきサロン、会食・配食サービス、
　世代間交流、敬老会、見守り訪問、広報誌編集発行　他

「誰もが安心して住み続けられる福祉のまちづくり」を目指して！

地区福祉委員会活動への支援

車椅子利用者で、外
出困難な方への、福
祉車両による移動支
援を行っています。

福祉車輛移送
サービス事業

障がいをお持ちの方
へのホームヘルパー・
ガイドヘルパーの派
遣を行っています。

障がい福祉
サービス事業

子どもわいわいネットワーク
茨木の活動支援

地域の身近な相談窓口で
す。子育てから介護に関
することまで、様々な相
談に応じています。

いきいきネット
相談事業

地域で暮らす高齢者や、
そのご家族を、介護・福
祉・医療・保健など様々
な面から総合的に支援し
ています。

地域包括
支援センター

認知症や知的・精神障が
い等により、判断能力が
不十分な方が、安心して
日常生活を送れるように
支援しています。

日常生活自立
支援事業

小中学校をはじめ地域へ出
向き、車椅子の使い方など
福祉に関する学びの場のお
手伝いをしています。

福祉教育事業

ケアプランの作成や、
ホームヘルパーの
派遣を行っています。

介護保険事業

生活福祉資金貸付事業

車いす・ベビーカー貸出事業

住民の皆さんからの
物品や金品の預託を
受け、必要な方にお譲
りしたり、地域福祉事
業に活用しています。

善意銀行

ボラセン通信へ
⇨P６

ボランティア
センター

茨木市地区
共同募金事務局

介護に関する情報交換な
ど、様々な形で当事者同
士で支えあう介護者の支
援組織です。

老人介護家族の会
の活動支援

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
予
算

法人運営事業
地区福祉委員会活動推進事業
小地域ネットワーク活動推進事業
ボランティア活動推進事業
善意銀行事業
府社協受託事業
市受託事業
共同募金配分金事業
介護保険・障害者自立支援事業
地域包括支援センター運営事業
基金運営事業
退職金積立事業

　　　　　合　　　　計

00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000

000,000

会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
介護保険・障害者自立支援収入
雑収入
受取利息配当金収入
預託金収入
積立預金取崩収入
経理区分間繰入収入
繰越金
　　　　　合　　　　計

00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000
00,000

000,000

収
　
　
　
　
入

支
　
　
　
　
出

（単位：千円） （単位：千円） 

茨木市社会福祉協議会 事業計画茨木市社会福祉協議会 事業計画平成26年度編
集
発
行
者
　
茨
木
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
茨
木
市
駅
前
四
丁
目
７
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茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
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